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▸事業所規模別 平均賃金の推移 ▸ハローワーク別 有効求人倍率の推移

岐阜県内の消費動向

長引く原油高・物価高騰の影響は個人消費において

色濃く反映されており、全国における消費支出は横ばい

状態が続いています。

岐阜県においては、大型小売店の販売額が伸びている

ものの、新車販売台数や新設住宅着工戸数は減少傾向

が続いており、個人消費全体としては伸び悩んでいると

言えます。それに対して消費者物価指数は前年同月を

上回り続けています。令和６年も物価高騰の傾向は続い

ており、厳しい状況は続くものと思われます。

地域別景況予報 2024年7～9月期見通し

[出典：岐阜県統計情報経済指標］

15.0%

R5年1～3月

個人消費支出 対前年比

岐阜県 全国

4～6月 7～9月 10～12月 R6年1～3月

10.0%

5.0%

0.0%

-5.0%

-10.0%

［出典：㈱OKB総研景況指数調査（公開値の加工編集を施しております）］

岐阜県の景況感は、個人消費、設備投資が活発な
動きを見せ、資金需要も好調であるものの、原油高・
物価高騰の影響は強く、企業収益が伸び悩み、景気
全般としては回復基調で軌道に乗っているとは言え
ない状況です。
脱炭素の課題を抱える製造業や2024年問題を抱え
る運送業を中心として値上げが実現し、産業全体で
の賃上げが進むかが好転へのカギとなりそうです。
飛騨・郡上地区では生産活動は活発であるものの
景気全般では横ばい状態です。観光関連での個人
消費回復が進んでおり好転するものと思われます。
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◇有効求人倍率は0.02ポイント低下の「1.58倍」◇

県内の雇用情勢は、求人が求職を上回って推移してい
るものの、物価上昇等が雇用に与える影響に注意する
必要がある（岐阜労働局）
岐阜県の有効求人倍率は全国3位（愛知1.31倍で20位、
三重1.21倍で30位）となっています。業種別では販売・保
安・建設等・介護の求人倍率が特に高い状況です。

地域別では岐阜八幡は昨年同時期に比べ有効求人倍
率が減少となっていますが、高山では増加となっていま
す。基幹産業である観光関連や建設等の倍率も高く人
材確保が困難な状況が続いています。

岐阜県における規模別労働者賃金の対前年同月比
（10月～3月）の推移をグラフにしました。
5人以上と30人以上のどちらの従業員規模の事業所

においても、12月以降は昨年対比より増加傾向が続い
ている状況となっています。
特別に支払われた給与を含む現金給与総額は、規模
５人以上で267,111円、前年同月比4.5％増で、４ヶ月連
続で前年同月を上回っています。
また、規模30人以上では300,807円、前年同月比7.1％
増で、４ヶ月連続で前年同月を上回りました。

［出典：岐阜県統計情報 毎月勤労統計調査］ ［出典：岐阜労働局職業安定部 有効求人倍率の推移］


